
平成２８年度 第４回校内研

「数学科」 授業のデザイン
授業者：東 喜久子

１ 日 時 平成２９年 １月２６日（木） 第３時間目
２ 学 級 ９組
３ 題 材（単元） 立体のいろいろな見方（投影図）
４ 本時の授業
（１）目標

・立体を平面に表す１つの方法として投影図があることを理解し，投影図をかいたり，
投影図からその立体を考えたりすることができる。

（２）流れ

生徒の学習活動と主な意識の流れ 支援（◇）と見取りの姿（◎）

① 本時の課題と流れを確認する。

投影図からどんな立体か考えよう

②基礎の課題

◇平面図と立面図を混同していないか
確認する。

◎投影図で表された立体の名称を答える
ことができるか。

◇立面図と平面図だけでは立体が特定
できない場合は、側面図を付け加える
ことがあることを助言する。

③ジャンプの課題
◇立方体を多数用意し、実際に操作する

図 1 は１辺２㎝の立方体を ことで、平面→立体につなげやすくする。
何個か積み上げた立体を正面、
真上、左横から見た図である。

◎操作的活動を通して立体を考えようと
積み上げられた立方体は何個 しているか。
ありますか。

④まとめ
・立体を平面に表す１つの方法として投影図がある。
・見る方向によって投影図は変わる。

（３）「学び合い」をどこでどう生かし深めていくか
・基本的に教師との１対１の授業となる。
小学校から欠席しがちで積み上がっていないところも多いため、操作的活動や ICT機器を
取り入れることにより、興味関心を持って取り組み、自分で考えたことから理解を深めさせ
たい。

～ 公開授業 ３校時（数学）～


